
第１学年道徳学習指導案 

                          日 時  平成 27 年 10 月 8 日(木)5 校時 

                          対 象  男子 3 名 女子 3 名 計 6 名 

                          指導者  谷 地 一 枝 

 

１ 主題名  何度も粘り強く 〈内容項目 １－（２）勤勉努力〉  

  資料名  「こぐまのらっぱ」（出典 東京書籍 道徳１ みんななかよく） 

 

２ 主題設定の理由  

（１） ねらいとする価値について  

 学習指導要領の道徳の内容 第１学年及び第２学年の１「主として他の人とのかかわ

りに関すること」の（２）に「自分がやらなくてはならない勉強や仕事は、しっかりと

行う。」と示されている。これは勤勉に、くじけず努力し、自分を向上させる児童を育て

ようとする内容項目である。この項目は、中学年の「自分でやろうと決めたことは、粘

り強くやり遂げる。」、高学年の「より高い目標を立て、希望と勇気をもってくじけない

で努力する。」、中学校の「より高い目標を目指し、希望と勇気をもって着実にやり抜く

強い意志をもつ。」に発展していく内容である。  

 児童が自立し、よりよく生きていくためには、自分がやらなければならないことは、

あきらめずに最後までやり抜くことが大切である。自分の能力を見極め、実行可能かど

うか結果を推測することも大事だが、よりよい自己を実現しようとする向上心との結び

つきが大切である。そのためにも、児童が目標を立て、夢や希望をもってその達成や実

現への志をもち、取り組む姿勢や過程が重要であり、やり遂げた時の喜びや達成感、が

んばることができた自分にも気づくことができるようにしたい。  

 

（２） 児童について 

 １年生の子どもたちは、学校生活にも慣れ、日々の学習や係、当番活動などを通し

て、自分で行わなければならないことにも気づき、取り組み始めている。しかし、やる

べきことの自覚はあるものの、忘れたり怠けたりする児童もいる。現在自分が一生懸命

取り組んでいる事柄に目を向けながら、自分で行うべきことを最後まで粘り強く行おう

と努力する心情を育てていきたい。  

 

（３） 資料について  

 本資料は、演奏会に向け、らっぱの練習に取り組むこぐまが主人公である。練習中こ

ぐまは、なかなかいい音が出ず、らっぱを吹くのをやめようかと考える。しかし、小鳥

たちの会話からヒントを得て努力を重ね、だんだんといい音が出せるようになり、演奏

会は大成功する。  

 音楽隊の一員としての役割を自覚し、お客さんのことを思い練習に励むこぐまの姿を

通して、途中で投げ出してしまわずやり遂げることの大切さを十分にとらえられるよう

にしたい。 

 

（４）指導にあたって  

 「導入」の段階については、事前のアンケートから「今、学校で自分ががんばってい

ること」を話させ、価値への導入を図る。  



 また「展開前段」の資料提示では、資料に興味を持って読むことができるように紙芝

居を活用する。また、場面ごとに変化するこぐまの気持ちを捉えられるように、挿絵な

どに高低をつけ板書に表わし、考えを深めさせる。  

 さらに「展開後段」では、資料と関連させて粘り強く取り組んだことについて書き、

価値の一般化を図る。  

 「終末」の段階では、児童の体験を想起させ、何度も粘り強く取り組んだ児童を紹介

し、今後の意欲付けをしたい。  

 

３ 本時を「要」として位置づけた指導構想図《 １－（２）勤勉努力 》 

 行事・特別活動等  道徳の時間 各教科等の学習  日常指導･その他  
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４ 本時の指導 

（１） ねらい 

 自分で行わなければならないことは、最後まで粘り強く行おうとする心情を育てる。  

○何度も粘り強く 

「こぐまのらっぱ」 

１－（２）勤勉努力 

自分で行わなければ

ならないことは、最後

まで粘り強く行おうと

する心情を育てる。  

（10 月） 

 

・縦割り班 

活動 

・係 

・当番活動 

・はつらつ 

タイム 

・堰賛太鼓 

○図工（通年） 

「作品作り」 

自分の思いを持

ち、最後まで作品

を仕上げる。 

○体育 

「水遊び」「てつ

ぼうあそび」「な

わとび」 

目標を持ち、粘り

強く取り組ませ

る。 

○音楽 

「どれみで うた

ったり ふいたり

しよう」 

○頑張る心 

「うかんだ うかんだ」 

 １－（２）勤勉努力 

 自分の目標に向かって、一

生懸命努力しようとする意

欲を育てる。（７月） 

○学活 

「がっきのめあ

て・ふりかえり」 

「なつ・ふゆ・はる

やすみのすごしか

た」 



（２） 展開 

段

階  

学習内容と主な発問  予想される児童の反応  指導上の留意点  

 

導  

入  

 

３  

分  

１、自分が行わなければなら

ないことについて、話し合

う。 

○自分が今、学校でがんばっ

ていることは何ですか。  

 

 

 

・勉強や音読。  

・マラソン。 

・太鼓の練習。  

 

・事前にアンケートをと

り、日頃続けて行うべき

事柄について経験を想起

する。 

 

 

 

 

 

 

 

展  

 

 

開  

 

 

前  

 

 

段  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

30 

分  

２、資料「こぐまのらっぱ」

を読んでこぐまの気持ちを

中心に話し合う。 

○こぐまさんについてどう思

いましたか。 

 

 

 

○いい音が出せなかったこぐ

まは、どんな気持ちになったで

しょう。 

 

 

 

 

○小鳥たちの話を聞いて、こぐまは

どんな気持ちになったでしょう。 

 

 

 

◎こぐまはどんなことを思いなが

ら、練習を続けたでしょう 

 

 

 

 

 

 

 

 

○演奏が終わり、なりやまない拍

手を聞いて、こぐまはどんな気

持ちになったでしょう。 

 

 

 

 

・らっぱが上手に吹けて

よかったな。 

・練習を続けてえらい

な。 

 

・吹くのをもうやめてし

まおうかな。 

・うまく吹けなくてはず

かしい。 

・がんばっても吹けなく

てくやしい。 

 

・そうか、小鳥さんのよ

うにやってみよう。 

・力を抜いて吹いてみよ

う。 

 

 

・すぐにはうまく吹けな

いな。 

・いい音が出てきた。こ

の調子でがんばるぞ。  

・うまく吹けるまでがん

ばるぞ。 

・聞きに来てくれるみん

なのために。 

 

・やったあ。いい音が出

た。 

・みんなと上手に演奏で

 

・挿絵を使って、紙芝居風

に資料を読む。  

・こぐまの行動について考

えさせ、課題意識を持た

せる。 

・挿絵を利用し、あらすじ

を確認する。  

・上手にらっぱを吹こうと

すればするほど力んでし

まい、あせってしまうこ

ぐまの気持ちを捉えさせ

る。 

 

 

・小鳥たちの会話をヒント

に、練習に向かう意欲を

取り戻していくこぐまの

気持ちの変化を捉えさせ

る。 

 

・練習によって少しずつい

い音になっていく様子を

捉えさせる。  

・一人の活動ではなく、音

楽隊の一員としての役割

や責任があることをおさ

える。 

 

 

・困難に負けず、努力した

からこそ得られるこぐま

の満足感を十分味わえる



 きてうれしい。 

・がんばって練習してよ

かった。 

・みんな満足してくれ

た。 

 

ようにしたい。  

 

 

 

 

・話の流れを振り返りなが 

ら、価値について確認す

る。 

 

  

展  

開  

後  

段  

 

９  

分  

３、今までの自分の生活を振

り返る。 

 ○今日、みんなで学習した

ことについて、こぐまさ

んに伝えましょう。  

 

 

 

 

 

 

・マラソンは苦しくなる

けど、あきらめないで

走るよ。 

・鍵盤ハーモニカは難し

いけど、何回も練習す

るよ。 

 

 

 

・こぐまの行動と自分のこ

とを重ね合わせ、がんば

ることをワークシートに

記述させる。  

（書く活動） 

 

 

終  

末  

 

３  

分  

４、今日の学習で学んだこと

を振り返り、ねらいとする

価値への実践化への意欲づ

けとする。 

 ○粘り強くがんばり続けて

いる人を紹介します。  

 

 

 

 

 

・堰賛太鼓の練習など 

 

 

 

 

・学級の児童や上学年児童

の作文などから紹介し、

意欲付けを図る。  

 

 

（３）評価の観点  

  ・あきらめないで粘り強くがんばり続けるこぐまの気持ちに共感することができたか。  

  ・今がんばっていることや苦手だと思っていることを、これからも努力しようという気持ち            

   を持つことができたか。  

 

５ 資料分析（別紙）  

 

６ 板書計画（別紙）  

 



小鳥たちの話を聞き、こぐまが

納得する場面。 

５ 資料分析   

                    

                     [ねらい] 自分で行わなければならないことは、最後まで粘り強く行おうとする心情を育てる。 

 

 

資料名 こぐまのらっぱ 

 １－（２）勤勉努力 

場 

面 

主
人
公
の
状
況 

主
人
公
の
心
の
動
き 

 

児
童
の
反
応 

発 

問 

音楽隊で練習をするが、こぐま

は、らっぱをうまく吹くことが

できない場面。 

音楽会が近いが、こぐまはらっ

ぱを上手に吹けない。練習は夜

まで続いたが、らっぱを吹くの

をやめようかと思う。 

こぐまが小鳥たちの話をヒン

トに何度も何度も練習する場

面。 

演奏会の日、こぐまは、らっぱ

を上手に吹くことができた場

面。 

・吹くのをもうやめようかな。 

・うまく吹けなくてはずかしい。 

・がんばっても吹けなくて悔しい。 

いい音が出せなかったこぐま

は、どんな気持ちになったでし

ょう。 

小鳥たちの話を聞いて、こぐま

はどんな気持ちになったでしょ

う。 

家の前で座っていると、小鳥た

ちのいい声で歌う秘訣を話して

いるのが聞こえてくる。 

なかなかうまくいかないが、演

奏会を聞きに来てくれる山の

みんなを思い、何度も何度も練

習を続ける。 

パーパーといい音でらっぱを

吹き、大きな拍手が鳴りやま

ない中、うれしい気持ちでい

っぱいになる。 

こぐまはどんなことを思いな

がら、練習を続けたでしょう 

・やったあ。いい音が出た。 

・みんなと上手に演奏できてうれしい。 

・がんばって練習してよかった。 

・小鳥さんのようにやってみよう。 

・力を抜いて吹いてみよう。 

 

・すぐにはうまく吹けないな。 

・いい音が出てきた。この調子で

がんばるぞ。みんなのために。 

演奏が終わり、なりやまない拍

手を聞いて、こぐまはどんな気

持ちになったでしょう。 

うまくふけない。やめたい。 

いい声なのは、そうやっ

ているからか。 

がんばってみよう。 

        だんだん         
      いい音になっ 

うまく    ってきた。 

いかないな。 

 

やったあ。いい音が出た。 

上手く演奏できて良かった。 
ほめられてうれしい。 



 

６ 板書計画 

 

 

 
 
 
 
 

こ
ぐ
ま
の
ら
っ
ぱ 

 
 
 
 
 
 

や
ま
の
お
ん
が
く
た
い 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・
う
ま
く
ふ
け
な
く
て
は
ず
か
し
い
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・
が
ん
ば
っ
て
も
ふ
け
な
く
て
く
や
し
い
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・
こ
と
り
さ
ん
の
よ
う
に
や
っ
て 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

み
よ
う
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・
ち
か
ら
を
ぬ
い
て
ふ
い
て
み
よ
う
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 
 な

か
な
か
う
ま
く
い
か
な
い 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

み
ん
な
を
お
も
っ
て 

  

だ
ん
だ
ん
い
い
お
と 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・
あ
き
ら
め
な
い
ぞ
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・
だ
ん
だ
ん
い
い
お
と
が
で
て
き
た
ぞ
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・
お
き
ゃ
く
さ
ん
に 

き
か
せ
た
い
。 

   
 
 
 
 
 
 
 

な
ん
ど
も
な
ん
ど
も
れ
ん
し
ゅ
う 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

大
き
な
は
く
し
ゅ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・
や
っ
た
あ
、
い
い
お
と
が
で
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・
み
ん
な
と
じ
ょ
う
ず
に
え
ん
そ
う
で
き
て
う
れ
し
い
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・
が
ん
ば
っ
て
れ
ん
し
ゅ
う
し
て
よ
か
っ
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・
み
ん
な 

ま
ん
ぞ
く
し
て
く
れ
た
。 

    
 
 

さ
い
ご
ま
で 

が
ん
ば
る
こ
こ
ろ 

 

挿絵① 

音楽隊の練習の絵 

 

挿絵② 

座り込む 

こぐまの絵 

 

挿絵④ 

 苦戦する 

こぐまの絵 

 

挿絵⑥ 

  演奏会の絵 

 

  挿絵③ 

 小鳥の絵 

ち
か
ら
を
ぬ
く 

 

こ
こ
ろ
を
こ
め
る 

 

挿絵⑤ 

 にっこりする 

こぐまの絵 

も
う
、
ふ
く
の
を
や
め
よ
う
か 

げ
ん
き
が
わ
い
て
き
た 


